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太物ｱﾙﾐ電線　押出工程ロス削減

　　　　　　　　　　　　　　　　住友電装株式会社　　鈴鹿製作所　　　　　　　　　　　　　森本　輝樹

自動車用アルミ電線の絶縁押出工程で発生する清掃

ロスを削減する為、サークルメンバー全員で協力し改善

した内容です。

全員が成長する為、メンバーを３班に分け各サブリー

ダーを設定し、現地現物での細かな分析、メンバーの

意見から実用的な改善を行い、目標以上の成果を達

成することができました。

発 表 者 の 所 属

平 均 年 齢 月 あ た り の 会 合 回 数

テ ー マ 暦 1 回 あ た り の 会 合 時 間

本テーマの活動期間 本 テ ー マ の 会 合 回 数

33.2歳（最高49歳、最低19歳）

メ ン バ ー 構 成 会 合 は 就 業 時 間

発表のセールスポイント

ＱＣサークル紹介 ＰＣ

本 部 登 録 番 号 サ ー ク ル 結 成 年 月

ご安全に！！ただ今より、住友電装株式会社 鈴鹿製作所

森本がQCサークルの報告をさせていただきます。

テーマ　太物アルミ電線　押出工程ロス削減　報告順序は以下となり

ます。

会社概要です。設立は1917年、従業員数は7,150名。

また、グローバル展開もしており、32の国と地域、拠点数105社となって

おります。我が社では自動車の血管や神経に当たる、非常に大切な部

品のワイヤーハーネスやエレクトロニクス製品等を生産しています。
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太物押出工程のロスと清掃作業について

ロスについて、一般的なPVC製品は11時間連続生産が可能です。

清掃作業はメッシュの交換のみで、作業時間は約15分、その時に発

生するPVCロスが約2㎏となっております。半面、太物押出製品では

定期清掃しないと、左下の写真のように、ブツが発生するリスクがあり、

8時間しか連続生産ができません。その度に90分かけて設備清掃を

行いますが、太物押出製品のﾛｽ発生量は多く11kg発生します。

組織目標。太物押出工程のロス率は24年度到達目標4.15％に対

し、上期実績4.25％と0.1％未達です。太物押出工程の稼働率につ

いては24年度到達目標は60％で、上期実績59％と1％未達となって

います。現在出荷には問題ありませんが需要の変動に対応できる体制

を構築するた 、稼働率の向上が必要です。

組織目標達成に向けた　具体的数値について報告します。ロス率につ

いて、組織目標4.15％を達成するには、ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ材、現状11kを、

2kg削減の9kg以下にする事を目標としました。次に太物押出稼働率

につきましては、目標60％を到達するた に現状の清掃時間35分か

ら、5分削減を目標としました。ありたい姿の数値化を行い、全員で意

志を統一し、活動を進 てまいりました。

目標達成のた 、最大の敵を、3パレ1眼で具体化しました。①何のロ

スについては被覆材ロス②いつ発生については押出設備清掃時のロス

③ロス内容についてはクリーニング材ロスが多い事が判明。以上より、

現場の困り事と、組織目標の課題が一致。テーマを太物アルミ電線

押出工程ロス削減とし、クリーニング材削減をターゲットに進 る事とし

ました。

鈴鹿製作所について、設立は1967年、従業員数は2,397名です。

その中で私の部署では、ワイヤーハーネスに使用される『電線』を製造

しています。社会を支える非常に 要な部品を製造している事もあり

自身の業務に誇り持ち、日々業務に励んでいます。

活動報告。

メンバーのモチベーションを向上させる為、現場の困り事をサークルメン

バーで話し合い纏 ました。各項目に評価点をつけた結果、太物押出

工程のロスが多く い！設備清掃に時間がかかり作業が大変！この２

点が掛での一番の困り事になっている事が分かりました。
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 清掃作業 設備全清掃 
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時間 90分 回 1時間半 

 清掃作業

    

交換 

  

  2kg 回
時間 15分 回



要因の解析。  にチームワークを向上させる為、意見の出し合いを開

催。結果、Aチームは低迷、Bチーム即行動！とあまり思わしくない結果

に。更に、若手の太物被覆材やPVCについての疑問にベテラン勢も感覚

でしか答えられていない様子でした。その為、1度しっかりと材料を知り、

原理原則で考えられるように勉強会の開催。その後、要因を洗い出し、

立案　検証を繰り返し事実を見つけ出す事としました。

押出生産終了から次の生産開始まで、押出機の清掃を行います。押

出機は樹脂を高温で溶かし、スクリューで練って導体に被覆する設備で

す。剥離性の悪い太物被覆材はスクリューに付着して残るた 、剥離

性の良いクリーニング材（PVC材）を投入して清掃します。作業は、①

残留被覆材の排出、②クリーニング材の 備、③投入・排出、④ブラシ

による除去、⑤ロスの廃却の5工程で、合計90分かかります。今回の活

動では、⑤のロス 量削減を目的に②のクリーニング材投入量を減ら

し、併せて④の清掃作業を容易にする改善を進 ました。

次に、サークルメンバーのありたい姿としてロスは軽く！少なく！

清掃作業は早く！楽に！サークルレベルは全員が成長し、Cゾーンから

Aゾーンを目指します。

チーム編成では、若手の育成を視野に入れる事としました。近年、若手

作業者が増加傾向にあり、ベテランとの知識の差を感じる事があります。

その為、左側となりますが、次期リーダー候補を3名 出し、それぞれを

リーダーとした若手、ベテランの複合チームを編成。それが右の図の、全

体管理チームとAチームとBチームの計3チームとなります。メンバーの特徴

を捉え、バランスよく配置することで、滞りなく活動を進 られるようにしまし

た。

3 の中でも私がキーマン。QCサブリーダーとし、全体管理を担当。特

徴としては、問題解決能力やリーダーシップは高く、いざという時は頼りに

なる若手です。半面、普段の業務では集中力が切れ、進んで動いてく

れない事があると上長よりフィードバック。そこで、短所を補い、次期リー

ダーへとなれる 材を目指す為、当社の行動基 や理念を基に評価

し、4点以上を目指します。

活動計画。作業やロスが軽く！楽に！なった自分たちの姿を目標に計

画を立案。その為、現状把握と要因の解析をしっかり行い、効果のある

改善を見極 ます。
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スクリュー清掃時間の削減について。ここからチームで分担し活動を行い

ます。まずはAチームです。若手とベテランでバラつきがあるのではない

か？

若手　ベテランの作業を調査。結果としては　違いは見られず糸口無し

という結果に。

こちらの図が温度とクリーニング材の投入量を検証した結果です。

-20℃以下ですとクリーニング材が溶けずに投入量関係なくNG。クリー

ニング材を6kg以下にすると温度関係なく太物被覆材残りが多くNG。

何度も検証を ね全員で確認し、ベストは7kg　-10℃と判断。現行

の11kgと同等レベルにする事が出来ました。

先ほどの意見を纏 たものがこちらになります。

①クリーニング材の削減にはPVCの温度との関係性を調査する事にし

ました。

②スクリュー清掃時間削減については、作業者によるバラツキと清掃方

法の見直し。

赤枠の項目を分担し取り組む事にしました。

対策の立案と実行

クリーニング材削減の対策について現状は現行設定温度でクリーニング

材11kg投入し排出。先ほどの知識を基に温度を下げて、ベストな温

度と最小のクリーニング材の投入量を見極 対策をする事に。

狙いは、温度を低くする事によりクリーニング効率をアップしクリーニング材

を削減する事となります。

若手の疑問を解消するた 、メンバー全員で材料の特性を調査しまし

た。AIツールの活用により、温度変化で熱膨張や収縮が起こり、材料

が取れやすくなることを確認しました。さらに技術部門から説明を受け、

太物被覆材は温度低下で急激に硬くなる一方、PVCは硬さの変化

が緩やかで扱いやすいことがわかりました。調査を通じてベテランの感覚

の正しさを理解し、若手からベテランへの尊敬度やチームワークも向上

しました。PVCは適度な硬さを保つことで、太物被覆材をこすり落とし

ていると全員で共有できました。

その結果、材料のことを詳しく知ることができ、チーム全体で提案力が向

上し、原理原則に基づいた意見が纏まりました。
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対策の実行、改善の結果AゾーンとBゾーンの清掃時間が削減され改

善前35分だったものが26分　計９分 回の削減に成功しました。

Bチームです。新 伊藤君のブラシ小さくない？力も入れにくいし…の

発言により綺麗好きの岡田さんは閃いた！お風呂掃除から着想を得

て、幅広で持ち手のあるブラシを考案。そちらが赤枠のブラシとなりま

す。現行ブラシと幅広ブラシを評価し溝幅や汚れに合わせて使い分け

る事に。

ではどこが汚れているのか？どんな汚れなのか？現地確認とビデオ撮影

で調査。こちらがその1部になります。【ビデオ再生】ビデオでじっくり見て

いるとブラシが小さく、力を入れてこすっているように感じます。

スクリュー清掃を観察するとBゾーンの汚れが多いことが判明。汚れの特

徴としては、こびりついた頑固な汚れで清掃時間増加の原因と考えられ

ます。使用ブラシは上部の物で、小型のブラシを使用しておりました。

先ほどの調査をもとに各チームに分かれて会合。  にAチーム、ベテラ

ンの知見から他掛の強力な洗浄機に着目。次にBチーム、新 伊藤

君の発言を皮切りに、清掃用具の見極 へと進 ることとなりました。

良い方向に進んでいる！と森本は安心しました！

Aチームの報告。ブラスト洗浄機を借用し検証。結果としては従来の清

掃時間３５分に対しブラスト洗浄は４５分、断念となりましたが、楽さ

よりも作業時間を優先している、チームの姿に以前よりも成長を感じら

れました。



歯止 と管理の定着

誰がやっても作業できるように。また、維持継続ができるように、５Ｗ1

Ｈに加え、頻度を入れ維持継続に努 ました。

活動のまと 

良かった点　若手主体で活動できた。また勉強会を開くことで原理原則

にのっとり改善を進 る事ができた。苦労点としては若手とベテランの調和

に苦労した。

サークルレベルはAゾーン到達。主に若手が成長していると実感。

若手の成長。活動前と比べ、次期リーダー候補3名が大きく成長！

チームリーダー、サブリーダーを務 たことで問題を改善するチャレンジ

力、メンバーを纏 るリーダーシップ力が向上。私は、チームを纏 るた 

に率先して、働きかける事で不足気味だった率先垂範も成長したと評

価を頂きました。今回、ベテランと若手のチームを編成しました。最 は

少しギクシャクしていたものの、活動を通して徐々にベテランの知識や若

手の行動力に対し、お互いリスペクト。そこからチームワークが生まれ、結

果へとつなげられたと感じております。

以上でアルミサークルの報告を終了いたします。

効果の確認。ロス削減について1回あたりクリーニング材11kgから9kgを

目標としていましたが、1回あたり7kgと大幅に削減できました。削減効

果によりクリーニング材廃却量を、月当たり206kg削減、太物押出ロス

率も4.04％と大幅に目標達成する事ができました。CRは37.9千円 

月。

稼働率について、目標　スクリュー清掃時間1回あたり5分削減に対し9

分削減する事ができ、月7.5時間の清掃時間を削減。稼働率は目標の

60％を超える61.8％へ向上し、ロス、清掃時間ともに、目標を達成す

る事ができました。合計CRは月67.4千円、年間で808千円の効果を

得る事ができました。


